
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
し
た
。

　
つ
ぎ
に
、
各
国
で
聞
き
取
り
し
た
結
果

を
ま
と
め
ま
し
た
。

　
①
　
洋
上
風
力
は
離
岸
距
離
が
十
分
に

　
　
あ
り
生
活
音
を
下
回
る
た
め
、
ほ
と

　
　
ん
ど
騒
音
、
低
周
波
音
な
ど
に
よ
る

　
　
影
響
は
な
い
。

　
　
　
た
だ
し
、
強
風
時
は
音
が
聞
こ
え

　
　
る
場
合
も
あ
る
。

　
②
　
景
観
は
主
観
的
な
も
の
で
あ
る
こ

　
　
と
か
ら
「
賛
成
と
反
対
」
双
方
の
意

　
　
見
が
あ
る
。

　
　
　
健
康
問
題
よ
り
も
「
景
観
」
が
大

　
　
き
な
問
題
に
発
展
す
る
傾
向
が
あ
る
。

　
③
　
景
観
へ
の
配
慮
の
た
め
、
設
置
数
や

　
　
配
列
が
変
更
さ
れ
た
事
例
も
あ
る
。

　
④
　
自
然
保
護
団
体
、
住
民
団
体
か
ら

　
　
の
風
車
建
設
反
対
に
関
す
る
裁
判
の

　
　
事
例
が
あ
る
。

　
　
　
裁
判
が
長
期
化
し
最
高
裁
ま
で
に

　
　
至
る
場
合
も
あ
っ
た
が
、
最
終
的
に
は

　
　
国
が
勝
訴
し
工
事
は
再
開
し
た
。

　
⑤
　
農
業
、
畜
産
、
漁
業
な
ど
各
産
業

　
　
へ
の
影
響
は
な
い
。

　
　
　
漁
業
で
は
、
建
設
中
の
影
響
は
一

　
　
部
あ
っ
た
が
そ
の
後
は
魚
が
戻
り
、

　
　
漁
礁
効
果
も
認
め
ら
れ
た
と
の
報
告

　
　
が
あ
る
。
酪
農
（
牛
）
、
ミ
ン
ク
飼

　
　
養
に
お
い
て
は
、
従
業
員
も
含
め
被

　
　
害
の
報
告
は
一
切
な
い
。

　
⑥
　
バ
ー
ド
ス
ト
ラ
イ
ク
は
あ
る
が
、

　
　
交
通
事
故
や
猫
に
よ
る
食
害
な
ど
の

　
　
被
害
よ
り
は
少
な
い
。

　
⑦
　
洋
上
風
力
を
原
因
と
す
る
海
岸
の

　
　
砂
の
移
動
な
ど
自
然
環
境
へ
の
影
響

　
　
は
な
い
。

　
⑧
　
海
水
浴
客
・
サ
ー
フ
ァ
ー
か
ら
の

　
　
苦
情
は
な
い
。

　
⑨
　
情
報
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
正
確
な
情

　
　
報
提
供
が
、
観
光
客
の
増
加
や
苦
情

　
　
減
少
に
功
を
奏
し
て
い
る
。

　
⑩
　
風
力
発
電
も
原
動
機
・
発
電
機
で

　
　
あ
る
か
ら
自
動
車
な
ど
と
同
様
に
低

　
　
周
波
音
は
出
る
が
、
ボ
ッ
ク
ス
内
に

　
　
格
納
さ
れ
て
お
り
遮
断
す
る
こ
と
が

　
　
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
７
０
０
ｍ
程
度
離
れ
て
い
る
民
家

　
　
で
も
健
康
被
害
を
訴
え
て
は
い
な
い
。

　
①
　
事
業
者
か
ら
の
行
政
、
コ
ミ
ュ
ニ

　
　
テ
ィ
、
地
域
住
民
へ
の
地
域
貢
献
は

　
　
各
国
と
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

　
　
　
オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
地
元
貢
献
が
法

　
　
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　
②
　
経
済
波
及
効
果
は
観
光
（
見
学
ツ

　
　
ア
ー
な
ど
）
や
雇
用
の
面
が
大
き
く
、

　
　
関
連
事
業
者
が
地
元
に
オ
フ
ィ
ス
を

　
　
設
置
す
る
な
ど
の
事
例
も
あ
る
。

　
　 

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
人
気
観
光

　
　
施
設
の
ト
ッ
プ
１０
に
入
っ
て
い
る
。

　
③ 

風
力
発
電
事
業
者
は
可
能
な
限
り

　
　
地
元
雇
用
に
努
め
て
い
る
。

　
④
　
港
の
整
備
に
伴
う
雇
用
創
出
、
風

　
　
車
の
巡
回
点
検
等
漁
業
者
へ
の
雇
用

　
　
が
生
ま
れ
た
な
ど
の
事
例
が
あ
る
。

 
 

①
　
洋
上
風
力
の
開
発
エ
リ
ア
、
建
設

　
　
位
置
、
風
車
本
数
の
制
限
な
ど
を
設

　
　
け
て
い
る
国
や
地
域
も
あ
る
。

 
 

②
　
事
業
終
了
に
伴
う
発
電
施
設
撤
去

　
　
の
経
費
は
、
補
償
金
と
す
る
方
法
、

　
　
建
設
直
後
あ
る
い
は
１０
年
後
か
ら
積

　
　
立
を
開
始
す
る
な
ど
多
様
で
あ
る
。

 
 

③
　
基
本
的
に
風
力
発
電
の
許
可
権
限

　
　
者
は
国
で
あ
る
が
、
１
次
的
許
可
権

　
　
限
が
市
、
２
次
的
許
可
権
限
が
国
の

　
　
場
合
も
あ
る
。

　
　
　
市
が
許
可
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、

　
　
国
が
「
良
し
」
と
し
て
な
け
れ
ば
設

　
　
置
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
。

　
④
　
住
民
の
不
安
・
苦
情
等
の
受
付
が

　
　
国
・
州
・
市
の
場
合
も
あ
る
が
、
対

　
　
応
責
任
は
す
べ
て
事
業
者
に
あ
る
。

　
⑤
　
市
に
許
可
権
限
が
あ
る
と
し
て
も
、

　
　
管
理
監
督
の
責
任
は
す
べ
て
事
業
者

　
　
に
あ
る
。

　
⑥
　
オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
低
周
波
・
超
低

　
　
周
波
の
法
的
規
制
基
準
を
被
験
者
の

　
　
８０
〜
９０
％
の
可
否
に
基
づ
き
決
定
し

　
　
て
お
り
、
シ
ャ
ド
ウ
フ
リ
ッ
カ
ー
は

　
　
年
間
６
時
間
以
内
と
す
る
基
準
も
あ

　
　
る
。

　
⑦
　
苦
情
や
何
ら
か
の
問
題
が
原
因
で

　
　「
陸
上
風
力
か
ら
洋
上
風
力
に
移
行

　
　
し
た
」
と
の
ネ
ッ
ト
情
報
は
事
実
で

　
　
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
国
の
政
策
に

　
　
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
今
回
の
調
査
で
感
じ
た
こ
と
は
、
欧
州

の
人
々
は
、
地
球
温
暖
化
・
環
境
破
壊
な

ど
自
然
環
境
へ
の
意
識
が
と
て
も
高
い
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
特
に
、
化
石
燃
料
・

原
発
に
は
強
い
拒
否
感
が
あ
り
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
必
要
性
を
教
育
や
実
体

験
を
通
じ
身
に
つ
け
て
お
り
、
風
力
発
電

な
ど
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を

望
む
思
い
が
「
懸
念
、
変
化
へ
の
不
安
」
を

上
回
っ
て
い
ま
し
た
。

　
よ
り
良
い
方
向
に
進
み
た
い
と
の
思
い

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
乗
り
越
え
洋
上

風
力
発
電
を
進
捗
さ
せ
る
原
動
力
で
あ
る

と
の
認
識
を
得
て
き
ま
し
た
。 

　
各
国
で
の
調
査
を
受
け
、
そ
の
結
果
を

事
実
と
し
て
正
確
に
市
民
の
皆
さ
ん
に
報

告
す
る
た
め
、
調
査
事
業
参
加
者
全
員
の

出
席
の
も
と
市
内
４
カ
所
に
お
い
て
「
報

告
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

◎
岩
城
会
場
…
９
月
２５
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
岩
　
城
　
会
　
館
　

◎
石
脇
会
場
…
９
月
２７
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
　

◎
西
目
会
場
…
１０
月
２
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
西
目
公
民
館
シ
ー
ガ
ル

◎
本
荘
会
場
…
１０
月
６
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
ア
ク
ア
パ
ル

７
．
調
査
を
終
え
て
の
感
想

８
．
市
民
へ
の
報
告
会
の
開
催

（
１
）
市
民
生
活
関
連

（
２
）
地
域
貢
献
関
連

（
３
）
制
度
・
規
定
関
連

ウェスターメイヤー風力発電所（オランダ）

スクロビー・サンズ洋上風力発電所（イングランド）

由利本荘市議会だより  第58号（9月定例会）17

　令和元年９月定例会を８月２７日から９月２０日までの２５日間の会期で開催しました。

　市提出案件は５０件で、平成３０年度決算認定１６件のほか、専決処分報告３件を承認し、人事案件、条例関係、

契約締結、令和元年度補正予算などを審議した結果、原案のとおり可決しました。

　また、議員発案２件についても原案のとおり可決しております。

4由利本荘市議会だより  令和元年／2019年12月1日発行

実質収支は19億360万円の黒字

平成３０年度 一般会計決算平成３０年度 一般会計決算

22億6162万6000円

19億360万円

実質収支

3億5802万6000円

令和元年度への繰越財源

歳入歳出差引額

歳入総額

855万円

507億507億

歳出総額

4692万4000円4692万4000円

484億484億

平成３０年度決算を認定

財産処分・譲渡

○企業支援貸工場土地及び建物の処分

　石脇第２・３工場、倉庫の建物及び土地

　処分金額：土地 ３２４０万円

　　　　　　建物 ７３４万４千円

　処分の相手方：廣瀬産業株式会社

　　　　　　　　　　　　代表取締役　臼井段一郎

　石脇第４・５工場の建物及び土地

　処分金額：土地 ２６８０万円

　　　　　　建物 １６４１万６千円

　処分の相手方：株式会社共同スチール

　　　　　　　　　　　　代表取締役　野村伊佐夫

○財産の無償譲渡

　久保田児童遊園地

　譲渡の相手方：久保田部落会

可決された議員発案については、議長名にて各関係機関に送付されています。

議員発案（意見書）

意見書送付先 機関議員発案

内閣総理大臣・農林水産大臣第４号
森林・林業・木材関連政策の推進
を求める意見書

内閣総理大臣・総務大臣・財務大臣・農林水産大臣・

国土交通大臣
第５号

新たな過疎対策法の制定に関する
意見書

意　見　書

９月定例会

由利本荘市議会だより  第58号（9月定例会）5

契約案件（主なもの）

◆物品（除雪ドーザ２台）購入契約の締結

　岩城総合支所及び鳥海総合支所へ配備する除雪

　ドーザを購入するもの

　契約金額：１７３２万５千円（１１ｔ級車輪式）

１７７１万円（１４ｔ級車輪式）

　契約の相手方：コマツ秋田株式会社　由利支店

　　　　　　　　　　　　　　支店長　松田　耕治

◆前郷浄化センター機械電気設備長寿命化工事請負

　契約の締結

　前郷浄化センターの水処理施設の機械電気設備が

　経年劣化により腐食が進行していることから長寿

　命化計画に基づき更新工事を実施するもの

　契約金額：２億１９７８万円

　契約の相手方：中村鉄工・本荘電気特定建設工事

　　　　　　　　共同企業体

　　　　　　　　代表者　中村鉄工株式会社

　　　　　　　　　　　　　代表取締役　中村　圭

条例関係（主なもの）

●地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展

　の基盤強化に係る固定資産税の課税免除に関す

　る条例の制定

　地域経済牽引事業による本市における経済の活

　性化及び雇用の創出を目的とする固定資産税の

　課税免除を実施するためのもの

●学校給食費に関する条例の制定

　小学校及び中学校における学校給食費について、

　公会計による管理を実施するためのもの

■ 平成３０年度 決算の内訳■ 平成３０年度 決算の内訳

歳  入 歳  出
市税
7,967,266
（14.3%）

繰入金
1,615,586
（6.3%）

諸収入ほか
2,267,687
（4.0%）

繰越金
2,434,613
（6.5%）

地方交付税
18,676,111
（34.6%）

国庫・
県支出金
9,180,385
（17.3%）

市債
6,460,000
（12.9%）

地方消費税
交付金ほか
2,106,902
（4.1%）

総務費
6,042,422
（12.5%）

民生費
13,009,305
（26.9%）

農林水産業費
3,483,782
（7.2%）商工費

1,179,760
（2.4%）

土木費
7,933,635
（16.4%）

消防費
1,970,136
（4.1%）

教育費
3,692,545
（7.6%）

公債費
6,787,668
（14.0%）

その他
4,347,671
（8.9%）

■市税
■繰入金
■繰越金
■諸収入ほか

■地方交付税
■国庫・県支出金
■市債
■地方消費税交付金ほか

自主財源

依存財源

（単位：千円）

（２８．２％）

（７１．８％）

＜主な内訳＞

　総務費：施設の管理、地域づくり、人件費など

　民生費：社会福祉、児童福祉、生活保護など

　公債費：市が借りたお金の返済

■人権擁護委員（任期：３年）

　　柏原　正人　氏（新任）本荘地域　笹道

人　事　案　件

洋上風力発電
海外先進地調査
事業を終えて

　
本
市
沖
へ
の
風
力
発
電
計
画
が
表
面
化

し
て
以
降
、
市
民
か
ら
は
、
期
待
と
と
も

に
不
安
や
反
対
の
声
が
次
第
に
大
き
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
市
で
は
風

力
発
電
の
影
響
に
関
す
る
知
見
が
少
な
く

正
確
な
情
報
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
な
ど
か

ら
、
洋
上
風
力
先
進
地
で
あ
る
欧
州
へ
の

現
地
調
査
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
市
議
会
に
は
「
行
政
の
チ
ェ
ッ

ク
」、「
市
民
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
」

な
ど
の
役
割
が
付
与
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
同
様
に
調
査
を
実
施
し
、
正
確
な
情

報
を
市
民
に
報
告
す
る
こ
と
が
重
要
と
判

断
し
、
市
の
調
査
に
同
行
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　
市
議
会
で
は
、
主
に
風
力
発
電
に
よ
る

「
健
康
被
害
、
景
観
な
ど
生
活
環
境
」「
動

植
物
な
ど
自
然
環
境
」
へ
の
影
響
、「
地

域
産
業
、
雇
用
創
出
」
へ
の
効
果
な
ど
、
市

民
の
不
安
や
期
待
に
応
え
ら
れ
る
こ
と
に

主
眼
を
お
き
調
査
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
２
０
１
９
年
７
月
２１
日（
日
）〜
２７
日（
土
）

　　の
７
日
間

　【
実
質
調
査
期
間
　
４
日
間
（
４
カ
国
）】

　
市
議
会

　高
橋
信
雄
議
員
、
高
野
吉
孝

　
議
員
、
正
木
修
一
議
員
、
事
務
局
長

（
随
行
員
）

　
市
当
局

　長
谷
部
市
長
、
九
嶋
副
市
長

　
ほ
か
、
職
員
３
名
（
随
行
員
含
む
）

　
報
道
機
関

　秋
田
魁
新
報
社
１
名

　
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

　
　
　
【
７
月
２２
日
（
月
）
】

　
①
ア
バ
デ
ィ
ー
ン
洋
上
風
力
発
電
所
の

　
　
現
地
調
査

　
②
現
地
住
民
へ
の
聞
き
取
り

　
③
市
長
及
び
地
域
住
民
代
表
へ
の
聞
き

　
　
取
り

　
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

　

　
　
　
【
７
月
２３
日
（
火
）
】

　
①
ス
ク
ロ
ビ
ー
・
サ
ン
ズ
洋
上
風
力
発

　
　
電
所
及
び
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
現

　
　
地
調
査

　
②
現
地
住
民
、
観
光
客
、
ホ
テ
ル
経
営

　
　
者
へ
の
聞
き
取
り

　
③
グ
レ
ー
ト
・
ヤ
ー
マ
ス
市
長
へ
の
聞

　
　
き
取
り

　
オ
ラ
ン
ダ　

　
　
【
７
月
２４
日
（
水
）
】

　
①
ビ
ュ
ー
フ
ォ
ー
ト
風
力
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
　
体
験
施
設
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　
②
ウ
ェ
ス
タ
ー
メ
イ
ヤ
ー
湖
畔
風
力
発

　
　
電
所
の
現
地
調
査

　
③
北
東
ポ
ル
ダ
ー
市
長
及
び
職
員
へ
の

　
　
聞
き
取
り

　
デ
ン
マ
ー
ク

　
　
　
【
７
月
２５
日
（
木
）
】

　
①
エ
ス
ビ
ア
港
（
風
車
搬
出
拠
点
港
）

　
　
の
現
地
調
査

　
②
市
長
及
び
港
湾
管
理
会
社
へ
の
聞
き

　
　
取
り

                                                       

　
調
査
の
過
程
で
感
じ
た
こ
と
は
、
賛

成
・
反
対
に
か
か
わ
ら
ず
市
民
の
声
を
良

く
聞
き
対
応
す
る
と
い
う
姿
勢
、
計
画
の

早
い
段
階
で
正
確
な
情
報
を
提
供
す
る
こ

と
に
よ
り
住
民
が
将
来
を
イ
メ
ー
ジ
で
き

１
．
調
査
に
至
る
経
緯
、
目
的

２
．
主
な
調
査
項
目

３
．
調
査
の
日
程

４
．
調

　査

　者

５
．
調
査
先
及
び
主
な
調
査
内
容

６
．
調
査
結
果
ま
と
め

地元コミュニティ代表への聞き取り（スコットランド）

ビーチの観光客への聞き取り（イングランド）

スコットランド→イングランド→オランダ→デンマークスコットランド→イングランド→オランダ→デンマーク
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９月定例会

議論の中からピックアップ

総 … 総務常任委員会 教 … 教育民生常任委員会

産 … 産業経済常任委員会 建 … 建設常任委員会

防 … 総合防災公園整備特別委員会

文中の記号は次のとおり所管委員会を表しているものです。

矢島に小・中・高一体校舎

問 　矢島学園構想とは。

答 　矢島小学校の改築時期を迎えた今、現在行
っている矢島地域の特色を活かした「中・高
連携教育」を、今後は矢島小学校を含めた「小・
中・高連携教育」に発展させ、学校と地域が
一体となって、持続可能な地域社会の構築を
目指す。

　矢島中・高敷地に小学校を建設します。 教

建設予定の矢島中高敷地

小児妊婦インフルエンザ助成

問 　インフルエンザ助成の対象者と人数は。

答 　妊婦、乳児から中学生までが対象者であり、
対象者数８１９７人のうち、接種見込者数は（対
象者の７割）５７４０人である。
　助成額は高齢者インフルエンザ助成額と同
じく、接種１回当たり千円である。

　感染症予防対策費として対象者にはインフル
エンザ助成が行われます。 教

6由利本荘市議会だより  令和元年／2019年12月1日発行

鳥獣保護事業

問 　鳥獣保護事業として、イノシシ捕獲のため
の報償金制度の内容は。

答 　近年イノシシなどの鳥獣被害が県南地域な
どで増えてきている。
　県と市で同額を計上し、１頭当たり１万円、
１０頭分の１０万円を予算化した。

　イノシシ捕獲に報償金が支給されます。 産

石脇第４、５工場

財産処分

問 　財産処分した場所と内容は。

答 　企業支援貸工場として使用していた土地と建
物である。
　石脇第２、第３工場及び倉庫を廣瀬産業（株）へ
３９７４万４千円、第４、第５工場を（株）共同スチ
ールへ４３２１万６千円でそれぞれ売却処分した。

　貸工場の土地建物が売却処分されました。産

市議会カレンダー
● １２月定例会の予定 ●

１１／１０ １２１１ １３ １６

１７ １８ １９ ２０ ２１ ２２

２６２４ ２５ ２７ ２８ ３０

２３

１５ １６ １８ １９ ２０ ２１

１２／１ ７２ ３ ４

８ １３ １４

月 火 水 木 金 土

本会議
（開会）

本会議
（一般質問）

議会の予定は変更になる場合があります。
詳細は議会事務局までお問い合わせください。（ＴＥＬ２４－６３８６）

日

１５１４

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

５ ６

９

常任
委員会

１０

常任
委員会

１１

常任
委員会

１２

本会議

（閉会）

１７

　１１月２０日（水）

正午までに受理した

請願・陳情を審議

する予定です

 ２日
４日

５日
１７日
２３日
２４日
２５日
２６日
３１日

７日
８日

２０日

２１日
２６日
２７日

２日
３日
４日

５日
１７日

２０日

１日
８日
９日

１６日
２３日
２８日

４日
２４日

２９～３０日

１～２日
６日

２３日

５日
１４日
２８日

１日
１９日
２１日

羽後本荘駅東西自由通路等新設・駅舎橋上化工事安全祈願祭
東北市議会議長会理事会／実行運動（東京都）
秋田県市議会議長会実行運動（東京都）

東北日本海沿岸市町村議会協議会中央要望（東京都）
本荘由利広域市町村圏組合議会臨時会
東北ジオパークフォーラムin鳥海山・飛島ジオパーク開会セレモニー（にかほ市）

鳥海ダム建設事業に伴う損失の補償に関する協定書調印式
秋田馬子唄全国大会　
全国ボート場所在市町村協議会議長懇話会（大分県）

市道猿倉花立線竣工・安全祈願
市民まつり開会セレモニー
由利本荘市功労者顕彰式

７月

８月

９月

１０月

７月

８月

９月

１０月

富山県滑川市議会行政視察来訪
埼玉県本庄市議会行政視察来訪
議会報編集特別委員会
議会改革特別委員会
にかほ市・由利本荘市議会議員交流会
広島県廿日市市議会行政視察来訪
秋田県議会教育公安委員会行政視察来訪
福島県いわき市議会行政視察来訪
議会改革特別委員会
当局との連絡会議
会派代表者会議
議会改革特別委員会
議会改革特別委員会報告会

産業経済常任委員会協議会
香川県丸亀市議会行政視察来訪
議会運営委員会
会派代表者会議
議会改革特別委員会
千葉県野田市議会行政視察来訪
秋田県議会建設委員会行政視察
本会議（開会）
洋上風力発電調査議会報告会

本会議（一般質問）
本会議（一般質問）
議会運営委員会
本会議（一般質問）
決算審査特別委員会
議会全員協議会
議会報告会「市民と語る会」実行委員会
委員会（議案審査）決算審査特別委員会 ～１０日 ※７、８日は除く
決算審査特別委員会
会派代表者会議
議会運営委員会
本会議（閉会）

会派代表者会議
議会報編集特別委員会
会派代表者会議
会派代表者会議
会派代表者会議
議会報編集特別委員会

９
月
定
例
会

議長交際費議長交際費

議長公務・交際費の詳細につきましては、市ホームページをご覧ください。

慶祝、協賛
など

弔　　　事

７月 ８月 ９月

93,476円
（14件）

25,995円
（5件）

76,759円
（15件）

10,000円
（1件）

0円
（0件）

30,000円
（2件）

１０月

70,035円
（11件）

10,000円
（1件）

議会日誌議会日誌

議長公務（主なもの）議長公務（主なもの）

２９

　本会議でどんなことがどのように話し合われ

ているのか、様々な手段で知ることができます。

皆さんの暮らしに直結していることばかりです。

ぜひご覧ください。

議会を見よう！知ろう！

▶ １２月定例会は１１／29～１２／１7 ◀

★議会を傍聴 ―ライブで！
★ケーブルテレビで生中継
★会議録で読む

すこやか子育て支援事業

問 　幼保副食費の全額助成とは。

答 　令和元年１０月からの幼児教育・保育の無償
化に伴う給食食材料費（副食費）が全額助成
（上限４５００円）となり無償化される。
　なお、ごはん、パンなどの主食費は保護者
負担となる。

　保育料無償化に伴い幼保副食費は全額助成
となります。 教
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求める人材確保のための
１ＵＰスキル講座

問 　由利本荘市とにかほ市で共催している人材

確保のための講座とは。

答 　５月２７日から１１月２９日まで７回にわたる

講座である。

　そのうち１回は、都内で「仕事みっけ！ミー

ティング」として、両市のはたらく環境などの

紹介、地元企業担当者との面談などである。

　由利本荘市、にかほ市の企業の求人を支援し

ます。 産

除雪ドーザ購入契約の
締結について

問 　ドーザ２台の納入場所は。

答 　１１㌧級車輪式ドーザは岩城総合支所に、

また、１４㌧級車輪式ドーザは鳥海総合支所

に納入する。なお、いずれもコマツ秋田（株）

からの購入である。

　大型ドーザ２台を購入します。 建

ここが聞きたい
一 般 質 問

今野英元
（社会民主党）

本
市
の
環
境
基
本
条
例
は
２
０

１
１
年
に
制
定
さ
れ
た
。
基
本

理
念
と
し
て
、
良
好
な
環
境
の
恵
み
を

享
受
し
、
将
来
に
継
承
、
自
然
と
や
す

ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
と

し
て
い
る
。

　
現
在
と
将
来
の
風
力
発
電
計
画
を
み

る
と
き
、
条
例
の
基
本
理
念
と
は
真
逆

の
方
向
に
進
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
の

か
。

こ
の
条
例
は
時
代
や
社
会
的
背

景
を
踏
ま
え
、
市
、
事
業
者
、

市
民
そ
れ
ぞ
れ
の
責
務
を
明
ら
か
に
し

た
も
の
だ
。

　環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
持
続
的
な

資
源
循
環
型
社
会
の
構
築
と
地
球
環
境

に
対
し
て
、
負
荷
の
少
な
い
風
力
発
電

は
条
例
の
基
本
理
念
に
合
致
し
て
い
る

と
考
え
て
い
る
。

本
市
の
環
境
基
本
条
例
と

　
　
　
　
　
　
　風
力
発
電

問答

こ
の
条
例
で
は
、
環
境
審
議
会

の
設
置
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

本
市
の
風
力
発
電
の
現
状
と
今
後
の
計

画
を
見
る
と
き
、
審
議
会
の
運
営
が
重

問

こ
の
条
例
は
、
環
境
の
保
全
に

関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
を
示

し
た
も
の
で
、
個
別
の
事
業
に
対
し
て

事
項
や
項
目
な
ど
を
加
え
る
よ
う
な
性

質
の
条
例
で
は
な
い
。

答

風
力
発
電
施
設
の
増
加
で
、
条

例
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

事
業
者
に
運
転
開
始
後
、
半
径
２
㌔
㍍

く
ら
い
の
変
化
に
つ
い
て
、
観
察
調
査

記
録
を
作
成
し
報
告
す
る
こ
と
を
、
条

例
化
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

こ
の
審
議
会
は
市
長
の
諮
問
に

応
じ
て
環
境
の
保
全
に
関
す
る

事
項
な
ど
を
調
査
審
議
す
る
も
の
だ
。

　風
力
発
電
を
含
む
事
業
活
動
を
議
題

と
し
た
開
催
は
な
い
。

問 答

大
内
地
域
の
「
あ
じ
さ
い
ロ
ー

ド
」
な
ど
、
新
た
な
観
光
施
設

に
な
り
つ
つ
あ
る
よ
う
な
観
光
地
へ
の

看
板
設
置
や
老
朽
化
な
ど
に
よ
る
点
検

を
、
当
市
管
内
全
て
で
実
施
す
べ
き
と

考
え
る
が
。

「
あ
じ
さ
い
ロ
ー
ド
」
を
は
じ

め
、
新
た
な
観
光
地
と
な
り
得

る
場
所
へ
の
看
板
設
置
に
つ
い
て
、
現

地
を
調
査
し
、
高
齢
者
に
も
や
さ
し
く

分
か
り
や
す
い
案
内
と
な
る
よ
う
設
置

を
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、
市
内
全
域

の
観
光
案
内
板
に
つ
い
て
も
、
順
次

整
備
を
行
っ

て

お

り
、
今

後
も
市
内
外

か
ら
の
お
客

様
に
分
か
り

や
す
い
案
内

に
な
る
よ
う

点

検
・
更

新

を
行
う
。

岡見善人
（無所属）

問答 観
光
案
内
板
の
整
備
を

観
光
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

は
、
陳
腐
化
さ
れ
た
情
報
が
掲

観
光
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

つ
い
て
は
、
今
年
度
の
協
会
予

算
で
ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ン
の
更
新
や
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
向
上
な
ど
、
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
を
行
う
予
定
と
伺
っ
て
お
り
、

市
と
の
情
報
共
有
を
図
り
な
が
ら
、
旬

の
情
報
を
発
信
し
て
も
ら
え
る
よ
う
働

き
か
け
て
い
く
。

問

答

観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
を

３
人
制
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

「
ス
リ
ー
・
バ
イ
・
ス
リ
ー
」
は
、

若
年
層
か
ら
の
人
気
も
高
く
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
と
連
携
す
る
こ
と
で
に
ぎ
わ
い

が
創
出
さ
れ
て
い
る
。
当
市
に
も
バ
ス

ケ
ッ
ト
リ
ン
グ
の
設
置
を
望
む
。

３
人
制
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

「
ス
リ
ー
・
バ
イ
・
ス
リ
ー
」
は
、

コ
ー
ト
半
面
で
気
軽
に
で
き
る
ス
ポ
ー

ツ
で
あ
る
が
、
市
で
管
理
し
て
い
る
施

設
や
公
園
へ
の
設
置
に
当
た
っ
て
は
、

安
全
性
な
ど
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ

る
。
一
方
、
少
人
数
で
気
軽
に
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
も
あ

り
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
リ
ン
グ
の
野
外
設
置

に
当
た
っ
て
は
、
地
域
、
競
技
団
体
な

ど
の
要
望
を
確
認
し
、
適
地
の
選
定
に

つ
い
て
進
め
て
い
き
た
い
。

問答 公
園
な
ど
に
バ
ス
ケ
ッ
ト

　ボ
ー
ル
リ
ン
グ
の
設
置
を

鳥海山と風車群

載
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
必
要
な
情
報

が
少
な
い
。
当
市
の
観
光
に
対
す
る
姿

勢
が
問
わ
れ
る
と
と
も
に
、
観
光
面
に

と
っ
て
も
マ
イ
ナ
ス
要
素
と
考
え
る
が
。

あじさいロード

ＣＡＴＶの民間移行

問 　今後のスケジュールは。

答 　民間移行については、４月から４回にわたっ

て庁内推進協議会を開催し、設備・機器の貸

し出し、指定管理者制度、民間事業者への譲

渡などを検討している。

　今後、議会全員協議会で計画内容を説明し、

公募の実施となる。

　現在、庁内推進協議会で計画案を策定中です。

総

８．１０の豪雨災害（市道高尾・岩城線）

８月１０日の豪雨災害

問 　８月１０日の豪雨による災害状況は。

答 　豪雨による被害状況は、本荘地域４カ所、

岩城地域１５カ所、大内地域１３カ所、東由利

地域６カ所、鳥海地域６カ所の合計４４カ所で

あり、小破修繕であることから単独災害復旧

とし、１７３０万円を予算計上する。

　豪雨による災害箇所を修繕します。 建

健康の駅秋田ゆりほんじょうフェスティバル １４ｔ級の除雪ドーザ

ナイスアリーナ利用者数
1５万人突破

問 　ナイスアリーナの利用状況は。

答 　各種イベント、スポーツ大会などの開催によ

るメインアリーナの利用以外にも、トレーニン

グルームやランニングコースの会員登録者数も

順調に増加している。

　なお、当初１年間で１５万人の延べ利用者数

を想定していたが、開館後１１カ月で達成して

いる。

　施設の利用状況は想定以上で推移していま

す。 防

要
な
鍵
を
握
る
の
で
は
な
い
か
。


